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●見積りする人によって見積り金額がバラバラ。

●この見積りで合っていると自信を持って言えない。

●どうしてこの見積り金額になったかの根拠を説明できない。

●取引先から見積り依頼があった時、社長、工場長が不在で
見積りが出せなかった。

●前回見積り金額がいくらだったか・・・捜すのが大変。

●いくらで見積もり、いくらで受注したか、誰も把握していない。

●見積り基準は、社長、工場長の頭の中にある。

●作成した見積りデータが個人データになっている。

「見積りモジュール＋ＬＤ」は、このような課題を解決する為に
開発された製造業、特に金属加工業向けの見積り用パッケー
ジ・ソフトウェアです。

〔導入効果〕

●見積り金額のバラツキ排除

●見積り技術の伝承

●見積り精度の向上

●見積り金額と受注金額との比較

●見積りデータの社有化

こんなお悩みはありませんか？
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特徴

■ 手早く・簡単！
４つのステップ（①製品情報の入力、②材料情報の入力、③加工内

容の入力、④見積り書印刷）で見積りが行えます。

■ 見積り基準を標準装備！
標準装備の工程テーブルのままでもお使い頂けます。また自社の社

内事情に合わせた工程テーブルに変更いただくことでさらなる見積り
の精度向上が見込めます。

■ 見積り帳票作成機能！
出力したい帳票を簡単に作成・変更できます。

■ データベース標準装備！
以前の見積りを素早く検索できます。また、見積りデータの社有化が

可能になります。

■ ロット数別の単価自動計算！
指定ロット数ごとの単価をグラフ表示できます。

■ NCデータ読込みキット！（オプション）
ＳＤＤ（ASIS100PCL・AP100）接続のＮＣデータ読込みにより見積り工

数を大幅に短縮。

■ 受注出荷モジュール＋Ｍとの連携！
見積り結果は「受注出荷モジュール＋Ｍ」の製品部品マスターに反

映されますから、材料情報・工程情報など再入力することなくそのまま
利用できます。
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１．製品情報の登録（取引先、品番、品名、ロット数など）

２．材料情報の登録（展開寸法Ｘ・Ｙ、材料名称）

・展開寸法Ｘ・Ｙの入力
・材料名称の入力
で材料単価が算出さ
れます。

■ ４つのステップで行える簡単な操作！



4

３．加工情報の登録

・加工内容入力で計算
・時間入力で計算
・金額直接入力で計算
と入力方法が選択でき、
緻密な見積り、急な見
積りなど柔軟に対応で
きます。

加工工程を選択します。

■ ４つのステップで行える簡単な操作！

これだけで加工時間を計算
し、チャージを掛けて加工
単価を算出します。
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４．見積り書印刷

以上、４ステップで見積り作成は完了します。

■ ４つのステップで行える簡単な操作！

明細なしの見積書

明細付きの見積書

“レポ－ト編集機能”を使い、帳票を作成・変更できます。
取引先別に見積書のスタイルを変えることも容易に行えます。

また製品全体の見積り書、工程内容まで記入された詳細見積書を選択で
きるなど、柔軟性の高い出力機能を装備しています。
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■ 見積り情報の構成

〔親あり〕

〔親なし〕

見積書
件名：○○○○○
単価：99,999円
数量：10
金額：999,999円

部品番号 単価 数量 金額

1 ○○○○○-01 999 1 999

2 ○○○○○-02 888 1      888

3 ○○○○○-03 777 1      777

・

・

組立費 555    1      555

見積書

件名：○○○○○

金額：999,999円

部品番号 単価 数量 金額

1 ○○○○○-01 999 1 999

2 ○○○○○-02 888 1      888

3 ○○○○○-03 777 1      777

・

・

親ありは、親品番単価を算出しますから、
この親を何セットという見積りに適してい
ます。

また、親品番に組立等の見積り情報を
持ちますから、子品番の見積り計算とは
別に、親のみの見積り計算を行い、合計
金額を出力します。

親なしは、見積り書にそれぞれ独立した
品番が並びます。

合計金額を出力するか否かは問題では
なく、親として見積り情報を持つ必要が
ないことが重要です。

親のみ単価

親のみ単価 + 子品番単価 = 親品番単価

子品番の見積金額を合算した合計金額

親品番単価 x 数量 = 合計金額
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■ 見積り金額の構成

見積金額 単価 加工単価

材料単価

購入部品単価

その他

x 数量

〔その他を単価に含まない〕

見積金額 単価 加工単価

材料単価

購入部品単価

その他

x 数量

1320円÷3個=440円

〔その他を単価に含む〕

その他（設計費、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ費、
運送費など数量に依存しない
費用）を表に出せないケース

その他（設計費、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ費、
運送費など数量に依存しない
費用）を表に出せるケース

1320円

工程入力分は、加工単価だけでなく、
工程分類名毎に振り分け可能です。

577.5円

513.9円

0円

1091.4円
3274円

4594円

577.5円

513.9円

0円

1531.4円
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■ 便利な板取計算、緻密な材料費計算

板取画面で歩留まりを確認しなが
ら材料計算できます。
また、部品回転、サン幅、デットゾ
－ン等も自由に設定できます。

素材から計算、展開寸法から計算
など、多様な計算方法に対応して
います。
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■ 見積り基準（工程テ－ブル）を標準装備

■ 工程テ－ブル作成ウィザード

自社の社内基準に基づき、専用
の工程テ－ブルを作成して頂く
ことで、さらなる見積り精度向上
が見込めます。

標準装備の工程テーブル（２１工程）
そのままでもお使い頂けますが、設
定値を自社基準に変更することで見
積り精度向上が図れます。
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■ 同一基準で加工内容が入力可能

工程選択

レーザ

穴の経路長

加工長を入力と言われても、図面か
ら加工長を計算するのは容易では
ありません。

フリーハンド入力
外形もフリーハンド入力できます。経
路長は自動計算してくれます。
面倒なら穴経路長もフリーハンド入
力が可能です。

図面から「この形状の穴を何個」と
なら入力できそうです。
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ＡＰ１００、ＡＳＩＳ１００ＰＣＬ 見積りモジュ－ル+ＬD

■ プログラム読込みキット（オプション）

タレットパンチプレス、レ－ザ－加工機、複合機のプログラムを読込
み、見積りモジュール側で加工時間を計算しチャージを掛けることで
金額を計算します。これにより、材料費とブランク工程までは自動で
見積り計算できます。
これにより後見積りの手間を飛躍的に短縮できます。

SDD

見積りモジュール側で取り込んだプログラムを基に加工時間計算す
るのではなく、AP100等CAD/CAM側で計算した加工時間を取り込む
ことも可能です。
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■ 購入品・外注工程のロット単価計算

〔購入品〕
購入品の単価は発注ロットが
大きくなると安くなります。
購入品マスターにロット単価を
登録することができます。

〔外注工程〕
外注工程の単価も発注ロットが
大きくなると安くなります。
後々の為にロット単価を登録す
る運用をお勧めしています。
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■ チャージ係数

チャージ係数を設定することで、社内原価に
係数を掛けて見積金額を算出します。
係数は全取引先共通で設定できますが、個
別の取引先ごとに異なる係数を設定するこ
とも可能です。

見積金額 社内原価

■ 直接入力

見積計算した金額を手動修正す
ることができます。
手動修正分は目立つように赤で
表示されます。
計算金額が保持され、両方見え
ることが重要と考えています。
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■ デ－タベ－ス標準搭載

過去の見積りを取引先毎、登録日、
製品番号、製品名等で素早く検索で
きます。

見積履歴

見積りデータ保存

見積りデータ呼出し

検索並び替え
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■ 見積り帳票作成

立体図を貼り付けた見積書の例です。
立体図利用の場合、事前にAP100等でのプログラ
ム作成が必要です。

会社のロゴ、社判を貼り付けた見積書の例です。
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■ ツリー表示での見やすい製品見積り

・親・子・孫…、製品構成を最大10階層まで管理可能。
・構成／内容を見ながら編集が可能です。
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■ ロット数－単価グラフ

■ 単価、金額内訳グラフ

“加工ロット数と単価の変
化”がグラフ表示できます。

・加工費 ・材料費
・外注費 ・処理費
・購入品費用
など見積り金額の内訳を、
パ－センテ－ジでグラフ表
示できます。
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■ 受注出荷モジュール＋Ｍとの連携

見積り
モジュール＋L

受注・出荷
モジュール＋M

保存 受注登録

ﾏｽﾀｰ参照/更新

ﾏｽﾀｰ呼出し

製品部品
マスター

ﾏｽﾀｰ参照/更新

各種ﾏｽﾀｰ

・材料マスター
・購入部品マスター
・取引先マスター

見積履歴

保存

〔見積り〕
①見積履歴への保存
②製品部品ﾏｽﾀｰへの保存
③製品部品ﾏｽﾀｰから呼出し

・受注出荷で登録した材料/購入品情報を利用
・受注出荷で登録した工程情報を利用

④各種ﾏｽﾀｰ共有

〔受注出荷〕
①見積り履歴から受注登録

・見積りで登録した材料/購入品情報を利用
・見積りで登録した工程情報を利用
・見積りで計算した単価を利用

②製品部品ﾏｽﾀｰ参照(見積情報)
③受注台帳から見積りﾓｼﾞｭ-ﾙ画面を開く

・個別…例）見積時の情報を参照。
・一括…例）後付けで見積書を作成。

④各種ﾏｽﾀｰ共有

ﾏｽﾀｰ参照/更新

〔ﾏｽﾀｰ呼出し〕

〔保存〕
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■ その他システムとの連携

見積指標
データ

見積りモジュール＋L

材料、加工（ブランク、曲げ）について、
自動で見積り計算が可能になります。

SheetWorks

MDB
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サンプル帳票（１）

サンプル帳票（２）
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サンプル帳票（３）

サンプル帳票（４）
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サンプル帳票（５）

サンプル帳票（６）

（注）有償にて対応したカスタマイズ帳票の例です。
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■ クライアント・サーバーシステム

「見積りモジュ－ル+ＬＤ」
サ－バ－ クライアント

SQL Server対応型クライアント・サーバーシステムですから、
複数のコンピュ－タでデ－タを共有して運用いただけます。

…

〔サーバー〕

● Windows Server 2016 (64ﾋﾞｯﾄ) 以降のOS

● Celeron以上（推奨Xeon）のCPU

● 4GB以上（推奨16GB以上）のﾒﾓﾘ

● Microsoft Office Access 2016以降（またはAccessを含むMicrosoft365）

● Microsoft SQL Server 2016以降（無償版：EXPRESSも利用可）

〔クライアント〕

● Windows10以降（推奨Pro64ﾋﾞｯﾄ）のOS（homeも利用可）

● Celeron以上（推奨Core i5以上）のCPU

● 4GB以上（推奨8GB以上）のﾒﾓﾘ

〔共通〕

● 100GB以上のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ空き容量

● 1366x768以上（推奨1920x1080以上）のｸﾞﾗﾌｨｯｸ

● ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続環境

必要なシステム構成

（注1）Windows Server 2016 (64ﾋﾞｯﾄ)以降のOS
・小規模であればWindows10 Pro以降（推奨64ﾋﾞｯﾄ）のOSでも利用可能です。

（詳細は弊社HPに掲載している「WILL 導入要件/推奨ﾊｰﾄﾞ説明書」を参照のこと）
（注2）Microsoft Office Access 2016以降（またははAccessを含むMicrosoft365）

・ｻｰﾊﾞｰには有償の製品版を導入します。ｸﾗｲｱﾝﾄは無償のﾗﾝﾀｲﾑ版でも利用可能です。
（詳細は弊社HPに掲載している「WILL Access導入組合せ表」を参照のこと）

・Accessは32bit/64bit両方に対応しています。（特に理由がなければ64bit版をお勧めします）
（注3）Microsoft SQL Server 2016以降

・無償のExpressと有償の製品版（Standard）があります。
・Expressは使用ﾒﾓﾘが1GBに制限されますから「ﾒﾓﾘ使用量が増加する」とｽﾋﾟｰﾄﾞが低下します。
・ﾒﾓﾘ使用量が1GBを超えたら、製品版（Standard）の導入をお勧めします。

・OSは64ﾋﾞｯﾄであること。
・製品版（Standard）導入時は充分な物理ﾒﾓﾘを実装すること。（16GB以上を推奨）

・製品版（Standard）のｻｰﾊﾞｰ/CALﾗｲｾﾝｽ版では、ｻｰﾊﾞｰﾗｲｾﾝｽだけでなく、ｸﾗｲｱﾝﾄ数分
SQL Server CAL(ｸﾗｲｱﾝﾄｱｸｾｽﾗｲｾﾝｽ)が必要となります。

お問い合わせ （株）アマダ ソフト商品推進部 TEL：0463-91-8030


